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この夏休み期間中に初めて，1週間という短い期間ながら，本学の海外拠点である昭和ボストン
とボストン市を訪れてきました。昭和ボストンの運営のためには，世田谷とは違って，学生がそこ
に宿泊している事などから，安全性の確保や食生活やストレス管理を含めた健康維持などに関する，
世田谷には無い，より強いサポート機能が求められています。そのためか，世田谷に慣れた人間に
は過剰とも思えるほど多くの人々が動いています。頭では分かっていたつもりでも，訪れた当初は
びっくりしました。しかし3日間くらい眺めていると，なんとなく理解できてきて慣れてしまいま
すから不思議です。多分，訪れた当初は安全性や健康の確保，施設の運営やメンテナンスなどに若
干の違和感を抱いていたのが，しばらくすると，そうか，という感じになったのだと思います。
ちなみに，昭和ボストンはボストン中心部から30分くらいの郊外に建っています。ボストン中
心部へは，最寄り駅から地下鉄グリーンラインを使います。このグリーンラインは，地下鉄といっ
ても世田谷線の2両をげて2編成にした様な感じです。しかも製造年代が新旧様々で，ユニバー
サルアクセスを考慮した最新式から，出入り口に階段がある古い車体まで走っています。そして地
下鉄なのはボストン中心部のみ。郊外になると路面電車となり，ちょうど世田谷線の様な運行です。
昭和ボストンの最寄り駅であるReservoirやClevelandCircleは郊外にありますから，中心部へ
向かう時は世田谷線がそのまま地下に入る様な感じです。このグリーンラインのCopleyあたりで
降りると，中心部のショッピングセンターやビジネス街になります。
そんなビルの町並みに昔からの教会や建物が，普通に，あるいは修復中だったり修復費用捻出中
だったりしながら，埋まるでもなく，ひけらかすでもなくモザイクを作っています。これは日本の
町並みの中に神社仏閣が溶け込んでいるのと同じような感じなのかもしれません。そんな中をぼち
ぼちと歩いていると，ボストン公共図書館にぶつかります。玄関は多分2か所。お奨めは旧館です。
石造りの建物を見上げながら階段を昇って扉を開けると，いかにも昔の図書館といった感じのホー
ルに出ます。そのまま2階に上がると閲覧室になっています。生きている昔ながらの図書館は，そ
こにいるだけでも落ち着いた気分になれていいものです。そんな図書館ですが，閲覧室にはパソコ
ン用の電源が備えられていたり，無線LANが使えたり，蔵書検索は電子検索システムだったりと，
ある意味非常に現代的な使い方が出来るようになっています。室内では本とパソコンで調べ物をす
る人あり，ゆったりと本を読む人あり。図書館の時間はなぜか外と違っていてすてきです。1階に
降りるとホール脇に通路があり，その先の扉を出ると中庭です。中庭の中央には噴水があり，その
周りが回廊になっています。回廊は日陰になっていて，夏の昼でも気持ちの良い温度です。当然の
ごとくテーブルと椅子があるので適当に占拠します。手元には読みさしの本が開かれているのです
が，読んでいる訳でもなく，眺めている訳でもなく。そんな中で，あぁ昭和ボストンも地下鉄も図
書館もメンテナンスの考え方やコストの掛け方の基本は同じなのかなぁ，とか思っていると，なん
となくお腹がへってきます。
そこで図書館から2本くらい隔たった道でレストランを探します。乾いた気候のせいで日差しが
強くても大きな日傘があれば大丈夫なためか，こちらの人達はオープンテラスが大好きです。そん
な感じの一軒に入ったものの，図書館からの続きでまだぽやぽやしているので，奨められるがまま
に白ワインを頼み，道行く人達を眺めたり，先ほど開いただけだった本を眺めたりしながらお昼で
す。シーザーサラダとクラムチャウダーを頼んだあとに，ワインのせいなのかアンガス牛だよとい
うハンバーガーをたのみ，後悔はしても反省はしないとかつぶやきながら，それでもこのポテトの
量はナシだろうと思いつつ，突っついてみると意外とおいしいので食べてしまい，そのうちワイン
が足りなくなり，気が付けば日が傾いている…。なんて状態に陥る事を夢見ながら図書館旧館前の
階段を登ればClosedの文字が。あ～，今日は日曜日でしたね。 （高尾哲也）
